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高圧ガス保安協会

保安専門技術者指導事等事業実施要領

平成 年 月 日制定

平成 年 月 日改正

１．目的

ＬＰガス消費者保安の高度化を実現する一方策として、保安技術や新技術に対し高

度な専門技術 を有する「保安専門技術者」を養成し、また、保安専門技術者向け情報

提供システムにより保安専門技術者の技術力の維持・向上を図り、この技術者を通じて

保安技術等の効率的な移転、普及を行うことにより、ＬＰガス販売事業者、保安機関等

ＬＰガス関係事業者が行う自主保安活動を支援するとともに、一般消費者等の保安意識

の更なる向上を図ることを目的とする。

２．保安専門技術者

保安専門技術の種類

① ＣＯ中毒事故防止技術

② 埋設管保安高度化技術

③ バルク供給技術

④ 燃焼器設置施工技術高度化

⑤ 集中監視技術

⑥ 大型ガス消費機器設置・保全技術

⑦ 法令指導

⑧ 保安業務指導

⑨ 設備工事施工・維持管理技術

⑩ 業務用厨房のメンテナンス

⑪ ＬＰガス災害対策

保安専門技術者

保安専門技術者は、都道府県ＬＰガス協会（以下「県協会」という｡ から推薦を

受けて、高圧ガス保安協会が行う所定の講習の課程を修了し、「保安専門技術者証」

の交付を受けている者とする。

保安専門技術者証の有効期限

① 保安専門技術者証の有効期限は、 の保安専門技術の種類毎に５年間とする。

なお、期限の起算日は、保安専門技術者養成講習を修了した日の属する年度の翌

年度の開始日とする。

② 平成２６年度以前に保安専門技術者証の交付を受けている者の有効期限は、

次の表によるものとする。
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平成２６年度以前の保安専門技術者証の有効期限（経過措置）

取得年度 有効期限 備 考

平成２６年度 平成３２年３月３１日まで ５年間

平成２５年度 平成３１年３月３１日まで ５年間

平成２４年度以前 平成２８年３月３１日まで

 
保安専門技術者の公表

高圧ガス保安協会は、「ホームページ」において、保安専門技術者の氏名、保安

専門技術の種類、保安専門技術者証番号、所属会社等の所在地の都道府県名を公表

する。

３．保安専門技術者養成講習

保安専門技術者養成講習の実施

保安専門技術者養成講習（以下「講習」という。）は、地域普及事業の円滑な実

施を図るため、 の保安専門技術の種類のうちから適宜選択し実施するものとす

る。

講習の講師

講習の講師は、 の保安専門技術の種類について専門的知識・経験を有する者で

あって、高圧ガス保安協会から委嘱された者を充てるものとする。

講習の内容

保安専門技術者が講習会又は個別技術指導等の地域普及活動を行うために必要な

技術、法令等の習得のための講習内容とする。

講習受講者の推薦

講習受講者は、県協会が推薦するものとし、その対象者は当該保安専門技術に関

連する経験又は知識を有しており、地域の保安や技術普及などの指導者として地域

普及活動を実施できる者とする。

なお、ＬＰガス関連団体からの推薦は、上記対象者を当該県協会を通じて行わせ

るものとする。

講習修了の証明

高圧ガス保安協会会長は、講習を修了した者に対し保安専門技術の種類を明記し

た「保安専門技術者証」を交付する。

４．保安専門技術者への情報提供

高圧ガス保安協会は、保安専門技術者の技術力の維持・向上のため、保安専門技

術者向け情報提供システム（ホームページ及びメールマガジン。以下「情報提供シ

ステム」という。）により 保安専門技術者が地域普及活動を行うに必要な情報を

提供する。

高圧ガス保安協会は、情報提供システムによる電子情報の提供を受けられない保

安専門技術者に対しては印刷物等により情報を提供するものとする。
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平成２６年度以前の保安専門技術者証の有効期限（経過措置）

取得年度 有効期限 備 考

平成２６年度 平成３２年３月３１日まで ５年間

平成２５年度 平成３１年３月３１日まで ５年間

平成２４年度以前 平成２８年３月３１日まで

 
保安専門技術者の公表

高圧ガス保安協会は、「ホームページ」において、保安専門技術者の氏名、保安

専門技術の種類、保安専門技術者証番号、所属会社等の所在地の都道府県名を公表

する。

３．保安専門技術者養成講習

保安専門技術者養成講習の実施

保安専門技術者養成講習（以下「講習」という。）は、地域普及事業の円滑な実

施を図るため、 の保安専門技術の種類のうちから適宜選択し実施するものとす

る。

講習の講師

講習の講師は、 の保安専門技術の種類について専門的知識・経験を有する者で

あって、高圧ガス保安協会から委嘱された者を充てるものとする。

講習の内容

保安専門技術者が講習会又は個別技術指導等の地域普及活動を行うために必要な

技術、法令等の習得のための講習内容とする。

講習受講者の推薦

講習受講者は、県協会が推薦するものとし、その対象者は当該保安専門技術に関

連する経験又は知識を有しており、地域の保安や技術普及などの指導者として地域

普及活動を実施できる者とする。

なお、ＬＰガス関連団体からの推薦は、上記対象者を当該県協会を通じて行わせ

るものとする。

講習修了の証明

高圧ガス保安協会会長は、講習を修了した者に対し保安専門技術の種類を明記し

た「保安専門技術者証」を交付する。

４．保安専門技術者への情報提供

高圧ガス保安協会は、保安専門技術者の技術力の維持・向上のため、保安専門技

術者向け情報提供システム（ホームページ及びメールマガジン。以下「情報提供シ

ステム」という。）により 保安専門技術者が地域普及活動を行うに必要な情報を

提供する。

高圧ガス保安協会は、情報提供システムによる電子情報の提供を受けられない保

安専門技術者に対しては印刷物等により情報を提供するものとする。

５．保安技術普及委員会等

講習の基本方針等及び情報提供システムの内容を審議するため、高圧ガス保安協

会液化石油ガス部に保安技術普及委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

委員会には、情報提供システムに関する専門的事項を調査審議するためのＷｅｂ

サイト分科会を設置し、ホームページ又はメールマガジンごとに担当する委員によ

り開催するものとする。

委員会には、講習に係る教材及びカリキュラム等の検討、情報提供システムに関

するコンテンツ内容の検討を行うための講習分科会を設置し、保安専門技術の種類

毎に講師による講師会議を開催する。

なお、各講師会議の構成者には、委員会の委員１名を含めることとし、当該委員

は、当該講師会議を代表する。

委員会には、専門的事項を調査審議するため、前２号の規定による分科会等の他、

必要に応じ分科会、ワーキンググループ等を設けることができる。

附則 本要領の改訂は、平成 年 月 日から実施する。

附則 本要領の改訂は、平成 年 月 日から実施する。

附則 本要領の改訂は、平成 年 月 日から実施する。

附則 本要領の改訂は、平成 年 月 日から実施する。

附則 本要領の改訂は、平成 年 月 日から実施する。

附則 本要領の改訂は、平成 年 月 日から実施する。
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（
休

憩
6
0
分

を
挟

む
。

）
・
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
蔵
施
設

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
規
格

・
書
面
の
交
付

・
販
売
の
方
法

・
供
給
設
備
・
消
費
設
備

・
完
成
検
査

・
保
安
教
育
等

・
帳
簿
の
記
載

・
報
告

・
事
故
届

・
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者

1
3
：
4
5
～

1
4
：
4
5

４
．

保
安

業
務

・
保
安
業
務
を
行
う
義
務

（
６

０
分

）
・
保
安
業
務
の
内
容

・
認
定
　
等

・
バ
ル
ク
供
給
点
検

1
4
：
4
5
～

1
5
：
4
5

５
．

液
化

石
油

ガ
ス

設
備

工
事

・
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事

（
６

０
分

）
・
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事

1
5
：
4
5
～

1
6
：
0
0

６
．

確
認

テ
ス

ト
・
講
義
の
理
解
度
、
習
熟
度
及
び
保
安
専
門
技
術
者
と
し
て
の
基
本
知
識
を
確
認
し
す
る
。

（
１

５
分

）

平
成

３
０

年
度

　
保

安
専

門
技

術
者

養
成

講
習

（
法

令
指

導
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
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別
紙
２
－
２

（
講

習
日

程
：
１

日
）

時
　

  
 間

科
　

　
　

　
目

0
9
：
5
0
～

1
0
：
0
0

ガ
イ

ダ
ン

ス

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

１
．

供
給

設
備

の
点

検

（
１

２
０

分
）

1
3
：
0
0
～

１
5
：
0
0

２
．

消
費

設
備

の
調

査

（
１

２
０

分
）

1
5
:0

0
～

1
6
:0

0
３

.ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト
事

例

（
６

０
分

）

４
．

周
　

知
・
周

知
の

内
容

・
周

知
の

実
施

機
会

、
時

期
と

方
法

・
周

知
の

ポ
イ

ン
ト

・
周

知
の

工
夫

・
周

知
実

施
者

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
・
周

知
の

話
法

例
　

等

５
．

緊
急

時
連

絡
・
緊

急
時

対
応

・
現

場
状

況
の

把
握

・
安

全
の

確
保

・
供

給
停

止
と

漏
え

い
検

査
・
応

急
措

置
と

そ
の

後
の

対
応

・
天

災
等

に
お

け
る

対
応

・
事

後
の

処
置

、
連

絡
、

記
録

等

・
教

育
と

訓
練

に
つ

い
て

等
・
実

際
に

災
害

が
起

き
て

し
ま

っ
た

場
合

・
出

動
体

制
　

（
出

動
要

員
の

編
成

・
シ

ス
テ

ム
・
携

行
品

、
応

援
・
協

力
の

要
請

な
ど

）

・
緊

急
情

報
の

種
類

（
電

話
、

集
中

監
視

）

・
緊

急
情

報
に

対
す

る
連

絡
方

法
（
電

話
、

集
中

監
視

、
販

売
事

業
者

と
保

安
機

関
へ

の
連

絡
方

法
な

ど
）

・
緊

急
時

受
付

及
び

受
信

情
報

、
出

動
要

請
に

つ
い

て

・
連

絡
不

能
時

の
対

応
　

等

・
緊

急
時

対
応

の
責

務
と

体
系

・
出

動
要

請
の

確
認

と
出

動
判

断
基

準

・
バ

ル
ク

供
給

点
検

・
消

費
設

備
の

調
査

技
術

・
点

検
器

具
等

の
取

扱
い

等

・
１

号
業

務
か

ら
７

号
業

務
に

係
る

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト
の

説
明

及
び

質
疑

応
答

・
緊

急
時

連
絡

業
務

、
業

務
の

流
れ

と
完

了
、

ト
ラ

ブ
ル

事
例

平
成

３
０

年
度

　
保

安
専

門
技

術
者

養
成

講
習

（
保

安
業

務
指

導
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

内
容

・
ポ

イ
ン

ト
等

・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

講
習

概
要

等
の

説
明

（
事

務
局

）

・
供

給
設

備
の

点
検

技
術

－ 31 －



 



別
紙
２
－
３

平
成

３
０

年
度

　
保

安
専

門
技

術
者

養
成

講
習

（
Ｃ

Ｏ
中

毒
事

故
防

止
技

術
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

（
講

習
日

程
：
１

日
）

時
　

  
 間

科
　

　
　

　
目

内
容

・
ポ

イ
ン

ト
等

0
9
：
5
0
～

1
0
：
0
0

 ガ
イ

ダ
ン

ス
・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

講
習

概
要

等
の

説
明

（
事

務
局

）

1
0
：
0
0
～

1
0
：
3
0

１
．

燃
焼

と
Ｃ

Ｏ
の

基
礎

知
識

・
ガ

ス
の

燃
焼

／
不

完
全

燃
焼

と
Ｃ

Ｏ
の

発
生

／
Ｃ

Ｏ
中

毒
に

つ
い

て

（
3
0
分

）

1
0
：
3
0
～

1
1
：
1
5

２
．

燃
焼

器
の

設
置

工
事

・
燃

焼
器

の
概

要
／

特
監

法
の

あ
ら

ま
し

／
燃

焼
器

別
給

排
気

設
備

工
事

の
要

点

（
4
5
分

）

1
1
：
1
5
～

1
2
：
0
0

３
．

厨
房

に
お

け
る

給
排

気
・
厨

房
に

お
け

る
給

排
気

（
4
5
分

）
・
業

務
用

厨
房

で
発

生
し

た
Ｃ

Ｏ
の

動
き

1
3
：
0
0
～

1
4
：
0
0

４
．

Ｃ
Ｏ

中
毒

事
故

事
例

等
・
Ｃ

Ｏ
中

毒
事

故
の

発
生

状
況

（
6
0
分

）
・
Ｃ

Ｏ
中

毒
事

故
の

主
な

発
生

原
因

と
事

例
（
個

人
用

住
宅

等
・
業

務
用

施
設

等
）

・
事

故
事

例
の

ま
と

め
及

び
再

発
防

止
対

策

・
Ｃ

Ｏ
中

毒
事

故
に

係
る

判
例

1
4
：
0
0
～

1
4
：
3
0

５
．

安
全

装
置

の
あ

る
燃

焼
器

へ
の

交
換

促
進

・
消

費
者

に
対

す
る

燃
焼

器
の

正
し

い
取

扱
方

法
に

関
す

る
周

知

（
3
0
分

）
・
安

全
装

置
の

な
い

燃
焼

器
の

事
故

事
例

／
燃

焼
器

の
安

全
装

置

・
燃

焼
器

等
の

調
査

項
目

と
判

定
方

法
／

Ｃ
Ｏ

濃
度

測
定

方
法

及
び

判
定

基
準

／
交

換
誘

導
事

業

・
長

期
使

用
製

品
安

全
点

検
制

度

1
4
：
3
0
～

1
5
：
0
0

６
．

業
務

用
厨

房
で

の
事

故
防

止
・
業

務
用

施
設

の
環

境

（
3
0
分

）
・
業

務
用

施
設

で
発

生
し

た
事

故
、

ト
ラ

ブ
ル

に
つ

い
て

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

必
要

性

・
ガ

ス
機

器
の

正
し

い
使

い
方

／
厨

房
機

器
の

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト
と

対
策

・
業

務
用

厨
房

の
事

故
防

止
対

策
に

つ
い

て
／

清
掃

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
ポ

イ
ン

ト
／

Ｃ
Ｏ

濃
度

測
定

方
法

及
び

判
定

基
準

1
5
：
0
0
～

1
5
：
3
0

７
．

保
安

機
器

等
・
家

庭
用

Ｃ
Ｏ

警
報

器
／

業
務

用
換

気
警

報
器

／
警

報
器

を
設

置
し

た
消

費
者

へ
の

周
知

（
3
0
分

）
・
警

報
器

鳴
動

時
の

事
例

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
警

報
器

1
5
：
3
0
～

1
5
：
4
5

８
．

周
知

・
燃

焼
器

の
正

し
い

取
扱

い
方

法
に

関
す

る
周

知

（
1
5
分

）
・
警

報
器

を
設

置
し

た
お

客
様

へ
の

周
知

・
業

務
用

厨
房

で
の

清
掃

及
び

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

1
5
：
4
5
～

1
6
：
0
0

９
．

ま
と

め
、

質
疑

応
答

、
教

材
紹

介
等

（
1
5
分

）
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別
紙
２
－
４

平
成

３
０

年
度

　
保

安
専

門
技

術
者

養
成

講
習

（
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
災

害
対

策
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

（
講

習
日

程
：
1
日

）

時
　

  
 間

科
　

　
　

　
目

内
容

・
ポ

イ
ン

ト
等

0
9
：
5
0
～

1
0
：
0
0

 ガ
イ

ダ
ン

ス
・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

講
習

概
要

等
の

説
明

（
事

務
局

）

1
0
：
0
0
～

1
1
：
1
0

１
．

最
近

の
自

然
災

害
状

況
と

１
４

の
対

応
策

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
災

害
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

の
経

緯

（
7
0
分

）
・
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
津

波
の

脅
威

　
　

ビ
デ

オ
映

像

【
資

料
：
Ａ

版
】

・
昨

今
に

発
生

し
た

自
然

災
害

と
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
関

連
の

被
害

状
況

　
　

　
写

真
＋

説
明

・
東

日
本

大
震

災
で

提
言

さ
れ

た
１

４
の

対
応

策

1
1
：
1
0
～

1
1
:5

0
２

．
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
設

備
の

災
害

対
策

強
化

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
販

売
事

業
所

に
お

け
る

設
備

・
機

器
面

の
対

応

（
4
0
分

）
　

・
地

震
及

び
津

波
に

よ
る

物
理

的
被

害
の

防
止

【
資

料
：
Ｂ

版
】

・
L
P
ガ

ス
容

器
か

ら
の

ガ
ス

の
漏

洩
・
放

出
防

止

・
各

地
で

の
取

組
み

（
高

知
県

の
指

導
基

準
）

1
2
:5

0
～

1
3
：
4
0

３
．

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

災
害

対
策

に
係

る
体

制
整

備
・
情

報
収

集
の

発
信

と
タ

イ
ミ
ン

グ

（
5
0
分

）
・
中

核
充

て
ん

所
の

現
状

（
３

４
４

カ
所

）

【
資

料
：
Ｃ

版
】

・
企

業
の

枠
を

超
え

た
点

検
調

査
の

推
進

・
防

災
協

定
の

見
直

し

・
中

央
連

絡
会

議
と

顧
客

保
安

デ
ー

タ
の

確
保

・
流

出
L
P
ガ

ス
容

器
の

回
収

体
制

1
3
：
4
0
～

1
4
:3

0
４

．
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
の

災
害

対
策

の
実

態
・
都

道
府

県
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
協

会
の

役
割

（
5
0
分

）
・
L
P
ガ

ス
販

売
事

業
者

の
役

割

【
資

料
：
Ｄ

版
】

・
都

道
府

県
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
協

会
等

の
防

災
体

制
・
災

害
対

策

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
、

避
難

勧
告

と
避

難
指

示

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
災

害
対

策
ビ

デ
オ

の
説

明

1
4
:3

0
～

1
6
:0

0
５

．
フ

リ
ー

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
・
講

習
す

る
地

域
に

お
け

る
災

害
対

策
つ

い
て

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

（
9
0
分

）
・
防

災
設

備
の

設
置

状
況

・
日

頃
か

ら
の

防
災

意
識

と
対

策
の

共
有

に
つ

い
て

・
一

般
消

費
者

等
に

お
け

る
防

災
対

策

・
災

害
対

策
バ

ル
ク

の
導

入
　

防
災

キ
ッ

ト
の

配
備

　
防

災
訓

練
の

重
要

性

・
L
P
ガ

ス
販

売
事

業
者

に
課

せ
ら

れ
た

責
務
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Ｄ３００２５ 上野 賢人 南国殖産 株 鹿児島県

Ｄ３００２６ 日高 修 株 Ｍｉｓｕｍｉ 鹿児島県

Ｄ３００２７ 船迫 康広 株 Ｍｉｓｕｍｉ 鹿児島県

Ｄ３００２８ 繁永 則久 株 ツバメガスフロンティア 鹿児島県

Ｄ２５０６６－３０ 上野 剛敬 有 三興機装 岩手県

Ｄ３００２９ 野村 清 一社 岩手県高圧ガス保安協会 岩手県

Ｄ３００３０ 村上 秀樹 協 二戸エルピーガス防災センター 岩手県

Ｄ３００３１ 佐藤 稔 協 両磐エルピーガス防災センター 岩手県

Ｄ３００３２ 佐藤 正巳 協 両磐エルピーガス防災センター 岩手県

Ｄ３００３３ 小野寺 健一 協 両磐エルピーガス防災センター 岩手県

Ｄ３００３４ 武蔵 英仁 一社 岩手県高圧ガス保安協会 岩手県

Ｄ３００３５ 久保田 浩典 一社 岩手県高圧ガス保安協会 岩手県

Ｄ２６０２６－３０ 佐藤 友彦 一社 山形県ＬＰガス協会 山形県

Ｄ３００３６ 西 祐一郎 備北液化ガス販売 株 岡山県

Ｄ３００３７ 野代 哲哉 株 永燃 岡山県

Ｄ３００３８ 山地 実 横山石油 株 岡山県

Ｄ３００３９ 柴田 芳孝 備中ガス 株 岡山県

Ｄ３００４０ 佐藤 洋 一社 岡山県ＬＰガス協会 岡山県

Ｄ３００４１ 菊崎 義博 広島ガス西中国 株 広島県

Ｄ３００４２ 光成 信明 伊藤忠エネクスホームライフ西日本 株 広島県

Ｄ３００４３ 北原 真 広島ガス西中国 株 広島県

Ｄ３００４４ 荒金 裕司 一社 広島県ＬＰガス協会 広島県

Ｄ２５０９７－３０ 亀岡 明彦 亀岡ガス販売 株 愛媛県

 

別紙５

講習アンケート調査結果

▼保安専門技術者養成講習アンケート調査結果一覧表

▼講習アンケート調査票（法令）・結果記載

▼講習アンケート調査票（保安）・結果記載

▼講習アンケート調査票（ＣＯ）・結果記載

▼講習アンケート調査票（災害）・結果記載
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平成３０年度

保安専門技術者養成講習（法令指導）

講習アンケート調査票

会 場： 合 計

日 程：

該当する事項に○を、（ ）内にはお考えをご記入ください。

Ⅰ．講習に関するものについて

１．この講習を受けられての感想について

講習全般について

科 目
良く

理解できた

ある程度

理解できた
難しかった 無回答

ＬＰガス法

販売事業者が行う申請等

販売事業者の役割と責務

保安業務

液化石油ガス設備工事

【ご意見欄】

（例えば、難しいと感じたり、改善して欲しいと思った「カリキュラム、講義、テキスト」等の該当部分を具体的にご記入ください。）

・また開催して欲しい。

・特定消費設備については、あまりなじみがなかった。

・全体的にわかりやすかった、講習時間がやや短いと思った。

・講習時間が適当でとてもよかった、講習も全てに関して、わかりやすくとてもよかった。

・届出関係について、具体的に表等で一覧を示された方が判りやすい様に感じた。

・大変わかりやすく説明いただき、ありがとうございました。

・スライドがテキストと同じでも写してくれた方がいい。

・「日本におけるＬＰガスの歴史」は、カリキュラムとして長いと感じる。むしろ承継についての説明を長くして欲しい。

・後半、話のスピードが早すぎた。

・申請に関しては十分にテキスト及び法規集を読み込む必要を感じた。

・ＬＰガス法～役割と責任の説明については全体的に説明して頂きよくわかったが、重要と思われる部分をもう少し深

堀りして詳しく説明いただけたら良かったと思う（広く浅く→部分的でも詳しく）。

・大変良く理解できましたが、もう少しゆっくりお願いしたい。

・日常の業務内容についての講習だったので、理解しやすかった。

・通常の販二、設備士再講習と比べてレベルが高く、専門的で中途半端に分からなかった点もよく分かった。

・非常に分かりやすい講習だった、社内でも講義内容を広めていきたいと思った。

・非常に分かりやすかった。

・テキスト用の用語の定義と統一を徹底してもらいたい。

・テキスト の変更認可申請の項目や保安業務規程の内容、 ～ の変更等については、多岐にわたり理解が難しい。

・とても分かりやすかった。

・とても丁寧でわかりやすかった。

・保安技術者として知識をもってなければならないことは十分理解しているが、実際に従事しない事項に関しては、少

し難しかった。

受講番号 

－ 65 －



２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか（重複可） 無回答：

① 事例を用いて説明する 名

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 名

③ わかりやすい言葉遣い 名

④ ビデオを活用する 名

⑤ 自分の体験談をまじえる 名

⑥ 事故事例を説明する 名

【ご意見欄】

・講師経験はないが、先生の指導内容を参考に取組みたいと思う。

・経験を伝えた方が伝わりやすいと思う。

・時間配分に気をつけ、早口になりすぎないようにしたいと思う。

・法律も現場ももっと経験を積んでから講師をやらせて頂きます。現状では全く通用いたしません。

・事業者が疑問に思う事項を丁寧に説明する、例えば「火気の件」「設備士の再講習」等

・講師をする上で写真等がある事故事例を提供して欲しい。

・素材の提供希望（動画、スライド、写真等）

・具体的な申請書等の例示
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２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか（重複可） 無回答：

① 事例を用いて説明する 名

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 名

③ わかりやすい言葉遣い 名

④ ビデオを活用する 名

⑤ 自分の体験談をまじえる 名

⑥ 事故事例を説明する 名

【ご意見欄】

・講師経験はないが、先生の指導内容を参考に取組みたいと思う。

・経験を伝えた方が伝わりやすいと思う。

・時間配分に気をつけ、早口になりすぎないようにしたいと思う。

・法律も現場ももっと経験を積んでから講師をやらせて頂きます。現状では全く通用いたしません。

・事業者が疑問に思う事項を丁寧に説明する、例えば「火気の件」「設備士の再講習」等

・講師をする上で写真等がある事故事例を提供して欲しい。

・素材の提供希望（動画、スライド、写真等）

・具体的な申請書等の例示

平成３０年度

保安専門技術者養成講習（保安業務指導）

講習アンケート調査票

会 場： 合 計

日 程：

該当する事項に○を、（ ）内にはお考えをご記入ください。

Ⅰ．講習に関するものについて 
１．この講習を受けられての感想について

（１）講習全般について

科 目
良く

理解できた

ある程度

理解できた
難しかった 無回答

供給設備の点検

消費設備の調査

ヒヤリハット事例

周知

緊急時連絡・ 緊急時対応

 
【ご意見欄】 

（例えば、難しいと感じたり、改善して欲しいと思った「カリキュラム、講義、テキスト」等の該当部分を具体的にご記入ください。） 

・とてもわかりやすかった、ありがとうございます。

・経験談も含めて話をいただき、良く理解できた。

・たいへん勉強になった、事務局の皆様、講師の皆様ありがとうございました。

・テキストが見やすく、わかりやすかったので、教育に使用するには大変参考になる。

・大変わかりやすく説明いただきありがとうございました。

・周知、緊急時連絡・緊急時対応は、もう少し時間があれば、もっと多くの話が聞けたと思う。 
・わかりやすく大変有意義でした。 
・ヒヤリハット事例の動画は分かりやすい。 

・ヒヤリハットの大きな要因はヒューマンエラーである、よってヒューマンエラーについての事例・解説を加えて頂

きたい。

・映像資料の利用。

・とても分かりやすかった。

・講習内容はわかりやすかったですが、その分時間がなかったようで、個人的には同じメニューであれば まで

でも良かったと思う、今回２日間、大変勉強になり、ありがとうございました

・カリキュラム→ 時間が足りない。

・地域保安指導事業は２時間ですが、そもそも時間が少ない。今日くらいの時間配分で行えば理解度も高まると思う。

（現状では、つまみ食い的な説明で受講者に十分伝わらないと思う→経産省で制度の見直しが必要だと思われる。）

・根拠条文を教えて頂き、大変勉強になりました。

・かけ足での説明の部分があったので、もう少し講習時間が長いと良いと思う。

受講番号
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２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか。（重複可）無回答：

① 事例を用いて説明する 名

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 名

③ わかりやすい言葉遣い 名

④ ビデオを活用する 名

⑤ 自分の体験談をまじえる 名

⑥ 事故事例を説明する 名

⑦ その他 名

 

【ご意見欄】 
・相手にわかりやすいように、丁寧に説明する。

・時間配分に気をつけ、早口になりすぎないようにしたいと思う。

・決められた時間内で何をポイントにするかを考える。 
・講習のプロジェクターでの使用教材をＤＶＤにして配布して欲しい。 
・事例を挟みながら投影画像の説明をします。 
・具体的な事故事例の動画・写真・詳細報告の資料がほしい（統計資料や経産省で出している簡易事例ではなく、

１件の事故についての詳細な報告が欲しい。

・わかりやすい具体性の高いものを紹介する。

・私の個人的感想ですが、販売店って案外わかっているようでわかってないので、できるだけわかりやすいように説

明したいと思う（自分も言える立場ではないが）。

・塚口講師がお話したように、現場の体験談を話すことをする、調査・点検もれがないようマニュアルを作成し、同

じレベルで行うことを説明する、時間配分を考える。

・科目毎の時間配分が慣れるまで大変だと思うので、事前準備をしっかりしたい。
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平成３０年度

保安専門技術者養成講習

（ＣＯ中毒事故防止技術）

講習アンケート調査票

会 場： 合 計  

日 程：  

該当する事項に○を、（ ）内にはお考えをご記入ください。

Ⅰ．講習に関するものについて 

１．この講習を受けられての感想について

（１）講習全般について

科 目 良く理解 ある程度理解 難しかった 無回答

燃焼とＣＯ中毒の基礎知識

燃焼器の設置工事

厨房における給排気

ＣＯ中毒事故事例等

安全装置のある燃焼器への交換促進

業務用厨房機器での事故防止

保安機器等

周知

【ご意見欄】

（例えば、難しいと感じたり、改善して欲しいと思った「カリキュラム、講義、テキスト」等の該当部分を具体的にご記入ください。） 

・給気の必要性をいかに周知できるかがポイントになるのではと考えさせられた。

・ところどころビデオを織り交ぜてもらい、分かりやすかった。

・限られた時間でどう伝えるか？が難しいと感じる。

・今回ビデオの内容が良かったので、今後使いたい。パワーポイントのデータを提供して頂けないでしょうか？

・業務用燃焼器の代表的なものだけでもＣＯ測定の例を示して欲しい。

・新設の場合業務用機器はＣＯセンサーと連動しないと着火しない等はできないのでしょうか？

・「付けててよかったね」等、ビデオを含め、今後、重くしていっていただきたい

・ＬＰガス保安技術者向けＷｅｂサイトの埋込型ＳＷＦファイルはダウンロードや動画編集がしにくいので、

ＭＰ４ファイルを使用して欲しい。

・ＣＯの実験ビデオはもう少し金をかけ見映えのいいものにして欲しい。

・テキストの写真が小さいので、もう少し大きくして欲しい。

・奥深い所の話を聞ける事ができた、改めて事故事例から学ぶことの大切さを感じた、社員教育、消費者への

周知に力を入れたい。

・ＬＰ法規集も持参する必要があったのでしょうか。

・もう少し時間が欲しい。

受講番号 
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２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか。（重複可）

無回答： 名

① 事例を用いて説明する 名

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 名

③ わかりやすい言葉遣い 名

③ ビデオを活用する 名

⑤ 自分の体験談をまじえる 名

⑥ 事故事例を説明する 名

⑦ その他（ ） 名

 
【ご意見欄】 

・本日の講義で使用した映像資料を活用させて頂ければと思う。

・再講習を受講し、たいへん勉強となりました。久しくテキストの内容を確認できず、大幅な変更、又、業務

への取組みが重要視されている事がよくわかった。

・事故事例が最も効果がある。

・テストだけの説明でなく、ビデオ、体験談を交えることでメリハリある分かりやすい説明に心がけたい

・ビデオ紹介あり良かった。

・体験談は説得力があると思う、また言葉選びで、よく目で見ることも重要だと思う。

・ここでの講習で使用しているパソコンデータ、動画等を入手できれば講習しやすい。

・話し方の勉強になったので、参考にしたい。

・メーターや警報器等、実物を見てもらい説明する。

・事故再現ビデオが好評なので続編を望む。

・販売事業者の従業者は、たとえベテランであっても想像以上に「無知である」事を痛感します。今回の講師

の方もその事を強く言っておられた。今後の講習会においても、基本的な部分を省略せず説明していく事が

重要と思う。

・死亡を防ぐという観点からの講習としたい。
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２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか。（重複可）

無回答： 名

① 事例を用いて説明する 名

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 名

③ わかりやすい言葉遣い 名

③ ビデオを活用する 名

⑤ 自分の体験談をまじえる 名

⑥ 事故事例を説明する 名

⑦ その他（ ） 名

 
【ご意見欄】 

・本日の講義で使用した映像資料を活用させて頂ければと思う。

・再講習を受講し、たいへん勉強となりました。久しくテキストの内容を確認できず、大幅な変更、又、業務

への取組みが重要視されている事がよくわかった。

・事故事例が最も効果がある。

・テストだけの説明でなく、ビデオ、体験談を交えることでメリハリある分かりやすい説明に心がけたい

・ビデオ紹介あり良かった。

・体験談は説得力があると思う、また言葉選びで、よく目で見ることも重要だと思う。

・ここでの講習で使用しているパソコンデータ、動画等を入手できれば講習しやすい。

・話し方の勉強になったので、参考にしたい。

・メーターや警報器等、実物を見てもらい説明する。

・事故再現ビデオが好評なので続編を望む。

・販売事業者の従業者は、たとえベテランであっても想像以上に「無知である」事を痛感します。今回の講師

の方もその事を強く言っておられた。今後の講習会においても、基本的な部分を省略せず説明していく事が

重要と思う。

・死亡を防ぐという観点からの講習としたい。

平成３０年度

保安専門技術者養成講習

（ＬＰガス災害対策）

講習アンケート調査票

会 場： 合 計  

日 程：  

該当する事項に○を、（ ）内にはお考えをご記入ください。

Ⅰ．講習に関するものについて 

１．この講習を受けられての感想について

（１）講習全般について

科 目 良く理解 ある程度理解 難しかった 無回答

の対応策

ＬＰガス設備の災害対策強化

ＬＰガス災害対策に係る体制整備

ＬＰガスの災害対策の実態

【ご意見欄】

（例えば、難しいと感じたり、改善して欲しいと思った「カリキュラム、講義、テキスト」等の該当部分を具体的にご記入ください。）・ 

・実体験の話をして、非常にわかりやすかった。参考になった

・少し早足で進み過ぎた印象

・テキスト（ ガス災害対策ﾏﾆｭｱﾙ）とパワーポイント資料の関連が少しわかりずらかったように思った

・テキストが白黒であったのでプロジェクターと同じページを探すのが難しかった。カラー版にして欲しい。

・災害対策マニュアルの再確認やハザードマップの重要性を知った。

・もっと多くの受講者がいる状況での開催がいい。

・ＤＶＤを更新して欲しい。

・災害写真集がとてもよい。

・災害発生後の被害件数や流出本数の報告方法。

・どの程度の正確性目数値で報告するかが難しい、正確性を求めると時間がかかる？

（２）フリーディスカッションについて（重複可）無回答：

① 難しかった 名

② 役に立った 名

③ 意見交換や他人の意見が聞けて参考になった 名

【ご意見欄】

・災害復旧を面で行う点等について今後講習等があれば助かる。

・他社は容器固定具にベルト二重掛けを薦めている。

・停電の件など。

・災害に対しての意識がより深くなった。

・実際に災害時の対応、現場を経験された講師のお話を聞けて大変勉強になった。会社でも防災訓練に災害

発生時にどう動くのか考える勉強会も開き、いざという時に迷わないような体制を作れたらと考えた。

・現場の細かい事例が役に立つ、災害は準備８割、対応２割

受講番号 
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・ハザードマップ上の会員販売店のデータ等の管理を見直してもらう必要があると思った。

・県協会としてやるべきことは山積みだが、一つ一つ手掛けて行き消費者が安心・信頼して使用してもらえ

るよう販売事業者店にも働き掛けていきたいと思う。

・社内では防災対策のルール化を徹底し対策体制を大幅に向上させていきたいと思った。

・今回の災害で今後の課題等、山ほどうかびあがったと思うが、そのあたりのところをもう少し聞けたらと

思った。

・作成したハザードマップに需要家（ 以上）を落としたものの活用法

・ハザードマップ、重要書類等改めて確認したい。

・事前対策、ハザードマップの活用、訓練等の大切さを知った。

・他の人々の話を聞けて良かった。

・様々な立場の意見が聴けた。

・大変参考になった。

・災害対策の重さを再認識した。

・実体験が聞けてよかった。

・企業の方の考えていること。

・各県の被害状況、対応。

・生の声が聞けて参考になった。

２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか。（重複可）

① 事例を用いて説明する 名

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 名

③ わかりやすい言葉遣い 名

④ ビデオを活用する 名

⑤ 自分の体験談をまじえる 名

⑥ 事故事例を説明する 名

⑦ その他 名

【ご意見欄】 
・経験している方の話は、重みがあると思う

・Ｗｅｂサイトだけでなく、講師用の資料（事例、写真等）をもう少し充実して欲しい。

・素材の提供をもっと積極的に行うべき、テキストは読めばわかるので、テキストに書かれていないことを

講義して欲しい。

・災害対策の訓練が必要だと思った。

・災害対策に正解はなく、やれることをやり続けることだと思う。

・いつ災害が発生しても良い体制作りが課題。

・ウチは大丈夫はダメ、台風対策、転倒防止、ハザードマップ
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・ハザードマップ上の会員販売店のデータ等の管理を見直してもらう必要があると思った。

・県協会としてやるべきことは山積みだが、一つ一つ手掛けて行き消費者が安心・信頼して使用してもらえ

るよう販売事業者店にも働き掛けていきたいと思う。

・社内では防災対策のルール化を徹底し対策体制を大幅に向上させていきたいと思った。

・今回の災害で今後の課題等、山ほどうかびあがったと思うが、そのあたりのところをもう少し聞けたらと

思った。

・作成したハザードマップに需要家（ 以上）を落としたものの活用法

・ハザードマップ、重要書類等改めて確認したい。

・事前対策、ハザードマップの活用、訓練等の大切さを知った。

・他の人々の話を聞けて良かった。

・様々な立場の意見が聴けた。

・大変参考になった。

・災害対策の重さを再認識した。

・実体験が聞けてよかった。

・企業の方の考えていること。

・各県の被害状況、対応。

・生の声が聞けて参考になった。

２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか。（重複可）

① 事例を用いて説明する 名

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 名

③ わかりやすい言葉遣い 名

④ ビデオを活用する 名

⑤ 自分の体験談をまじえる 名

⑥ 事故事例を説明する 名

⑦ その他 名

【ご意見欄】 
・経験している方の話は、重みがあると思う

・Ｗｅｂサイトだけでなく、講師用の資料（事例、写真等）をもう少し充実して欲しい。

・素材の提供をもっと積極的に行うべき、テキストは読めばわかるので、テキストに書かれていないことを

講義して欲しい。

・災害対策の訓練が必要だと思った。

・災害対策に正解はなく、やれることをやり続けることだと思う。

・いつ災害が発生しても良い体制作りが課題。

・ウチは大丈夫はダメ、台風対策、転倒防止、ハザードマップ
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